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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年6月25日(2009.6.25)

【公開番号】特開2006-328391(P2006-328391A)
【公開日】平成18年12月7日(2006.12.7)
【年通号数】公開・登録公報2006-048
【出願番号】特願2006-129643(P2006-129643)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 201/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 121/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 153/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｂ３２Ｂ  27/00    　　　Ｍ
   Ｂ３２Ｂ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 201/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 121/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 153/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月8日(2009.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも１層の外側フィルム層（Ａ
）；
　ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも１層の接着剤ベース層（
Ｂ）；並びに
　ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも１層
の粘着付与剤層（Ｃ）
を含んでなる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、前記感圧接着性積層体が、外側フィ
ルム層（Ａ）を接着剤ベース層（Ｂ）と同時押出して非接着性積層体を形成せしめ、そし
て粘着付与剤層を前記非接着性積層体の接着剤ベース層側に適用してＰＳＡ積層体を形成
せしめることによって得ることができるＰＳＡ積層体。
【請求項２】
　少なくとも１層のバリア層、少なくとも１層のオーバーラミネート層、少なくとも１層
の剥離ライナー、少なくとも１層のタイ層及び少なくとも１層のプライマー層からなる群
から選ばれた少なくとも１つの層を更に含む請求項１に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３】
　前記外側フィルム層の外面に剥離材料が配置された請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層
体。
【請求項４】
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　前記剥離材料がシリコーン材料である請求項３に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項５】
　前記フィルム性ポリマーがフィルム性ポリマーのブレンド又は種々のフィルム性ポリマ
ーの多層フィルムである請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項６】
　前記フィルム性ポリマーが外側フィルム層と接着剤ベース層との間の移動を防ぐために
接着剤ベースポリマーと調和しないか又は適合しない溶解度パラメーターを有する請求項
１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項７】
　前記フィルム性ポリマーがポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステル
、ポリカーボネート、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリビニルアルコール、ポリエ
ステル、官能性ポリエステル、ポリ（エチレンビニルアルコール）、ポリエーテルブロッ
クポリアミド、ポリ酢酸ビニル及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１又は
２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項８】
　外側フィルム層に使用するポリオレフィンがポリエチレンであり、そのメルトフローレ
ート（ＭＦＲ）が、２．１６ｋｇの荷重を用いて１９０℃において測定した場合に、０．
１～１５ｇ／１０分の範囲である請求項７に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項９】
　外側フィルム層に使用するポリオレフィンがポリプロピレンであり、そのメルトフロー
レート（ＭＦＲ）が、２．１６ｋｇの荷重を用いて２３０℃において測定した場合に、０
．１～２０ｇ／１０分の範囲である請求項７に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項１０】
　前記外側フィルム層が１０～２００μｍの厚さを有する請求項１又は２に記載のＰＳＡ
積層体。
【請求項１１】
　前記接着剤ベースポリマーが、少なくとも１種のランダムコポリマー接着剤ベース材料
、少なくとも１種のブロックコポリマー接着剤ベースポリマー及び少なくとも１種の天然
又は合成ゴムからなる群から選ばれた少なくとも１種である請求項１又は２に記載のＰＳ
Ａ積層体。
【請求項１２】
　前記ランダムコポリマー接着剤ベース材料がアクリレート及び／又はメタクリレートコ
ポリマー及びそれらの誘導体を基材とするコポリマー、α－オレフィンコポリマー、シリ
コーン－コポリマー及びクロロプレン／アクリロニトリルコポリマーからなる群から選ば
れるか、前記ブロックコポリマー接着剤ベースポリマーが線状ブロックコポリマー、分岐
鎖ブロックコポリマー、ジブロックコポリマー、トリブロックコポリマー、テトラブロッ
クコポリマー、マルチブロックコポリマー、星形ブロックコポリマー、グラフト及びラジ
アルブロックポリマーからなる群から選ばれるか、又は前記天然又は合成ゴムがポリイソ
ブチレン、ポリイソプレン及びブチルゴムからなる群から選ばれる請求項１１に記載のＰ
ＳＡ積層体。
【請求項１３】
　前記接着剤ベースポリマーが少なくとも１種の熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）を含む
請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項１４】
　前記熱可塑性エラストマーが７５～９５重量％のゴム状セグメント及び５～２５重量％
の非ゴム状セグメントを含む請求項１３に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項１５】
　前記接着剤ベースポリマーがブタジエン系ポリマー、イソプレン系ポリマー、ポリエー
テルブロックポリアミド及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項１又は２に記
載のＰＳＡ積層体。
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【請求項１６】
　前記ブロックコポリマーが水素化されているか、又は官能化ブロックポリマーである請
求項１１に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項１７】
　前記接着剤ベースポリマーがスチレンブロックコポリマー及びイソブチレンコポリマー
からなる群から選ばれた高凝集強度ポリマーである請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体
。
【請求項１８】
　前記スチレンブロックコポリマーの溶液粘度が、トルエン中２５％固形分を用いてブル
ックフィールド粘度計で測定した場合に、０．０５～２０Ｐａ．ｓの範囲である請求項１
７に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項１９】
　前記接着剤ベース層が１～６０μｍの範囲の厚さを有する請求項１又は２に記載のＰＳ
Ａ積層体。
【請求項２０】
　前記接着剤ベース層が純粋モノマー樹脂；ポリ（エチレン）又はポリプロピレンワック
ス；ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８に準拠して１９０℃及び２．１６ｋｇ荷重で測定して５～８
０ｇ／１０分のメルトフローレートを有するポリエチレンのような低粘度のポリ（エチレ
ン）；並びにエチレン又はプロピレン系コポリマー（メタロセン触媒で製造）からなる群
から選ばれた少なくとも１種の添加剤で変性されている請求項１又は２に記載のＰＳＡ積
層体。
【請求項２１】
　前記粘着付与剤層が少なくとも１種の可塑剤を更に含む請求項１又は２に記載のＰＳＡ
積層体。
【請求項２２】
　前記粘着付与剤がロジン系及び水素化ロジン系粘着付与剤、炭化水素系及び水素化炭化
水素系粘着付与剤、フェノール系粘着付与剤、テルペン系粘着付与剤、テルペンフェノー
ル系粘着付与剤、スチレン化テルペン系粘着付与剤、水素化テルペン系粘着付与剤、ポリ
エステル系粘着付与剤、純粋モノマー芳香族系粘着付与剤、芳香族アクリル系粘着付与剤
、液体樹脂型粘着付与剤及び官能化型粘着付与剤及び水素化誘導体並びにそれらの混合物
からなる群から選ばれた少なくとも１種である請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項２３】
　前記粘着付与剤が前記接着剤ベースポリマー中に可溶である請求項１又は２に記載のＰ
ＳＡ積層体。
【請求項２４】
　前記粘着付与剤が粘着付与剤マスターバッチである請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層
体。
【請求項２５】
　前記粘着付与剤が、１種又はそれ以上のＣ5モノオレフィン及び／又はジオレフィンと
１種又はそれ以上のＣ8又はＣ9モノアルケニル芳香族炭化水素又はその水素化誘導体とを
共重合させることによって製造された少なくとも１種の改質Ｃ5型石油樹脂である請求項
１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項２６】
　前記粘着付与剤が、ベンゼン環の全てではないが実質部分がシクロヘキサン環に転化さ
れた少なくとも１種の水素化芳香族樹脂又は少なくとも１種の水素化多環式樹脂である請
求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項２７】
　前記粘着付与剤層が粘着剤ベース層に含まれる粘着剤ベースポリマーとある程度相溶性
であるロジン、ロジンエステル、ポリテルペン、芳香族及び官能化樹脂並びに他の粘着付
与剤を更に含む請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
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【請求項２８】
　前記粘着付与剤層が少なくとも１種の粘着付与剤を５０～９０重量％の量で含む請求項
１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項２９】
　前記粘着付与剤層が２～１５０μｍの厚さを有する請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層
体。
【請求項３０】
　前記ＰＳＡ積層体の外側フィルム層、接着剤ベース層及び粘着付与剤層が無機充填剤並
びに有機及び無機添加剤を更に含む請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３１】
　前記粘着付与剤層（Ｃ）がＰＳＡではない請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３２】
　前記ＰＳＡ積層体が３５～４００μｍの厚さを有する請求項１又は２に記載のＰＳＡ積
層体。
【請求項３３】
　前記ＰＳＡ積層体が５０：１～１：１の外側フィルム層（Ａ）の接着剤ベース層（Ｂ）
に対する厚さ比を有する請求項１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３４】
　前記ＰＳＡ積層体が、前記フィルム性ポリマーを少なくとも１種の接着剤ベースポリマ
ー及び少なくとも１種の粘着付与剤を含む接着剤と接触させることによって製造されたＰ
ＳＡと比較して、改良された引き剥がし接着力（Ｎ／２５ｍｍ）及びループタック（Ｎ／
２５ｍｍ）を有する請求項１に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３５】
　前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行してＰＳＡ層（
Ｂ／Ｃ）を生じ、それによって前記ＰＳＡ積層体を生成する請求項１に記載のＰＳＡ積層
体。
【請求項３６】
　前記接着剤ベース層中へ移行する前記粘着付与剤の一部が、粘着付与剤層（Ｃ）の重量
当りの重量％で表わされる以下の範囲：
　０．１～１００；５～１００；１０～１００；１５～１００；２０～１００；２５～１
００；３０～１００；３５～１００；４０～１００；５０～１００；５５～１００；６０
～１００；６５～１００；７０～１００；７５～１００；８０～１００；８５～１００；
９０～１００；９５～１００；０．１～９０；５～９０；１０～９０；１５～９０；２０
～９０；２５～９０；３０～９０；３５～９０；４０～９０；４５～９０；５０～９０；
５５～９０；６０～９０；６５～９０；７０～９０；７５～９０；８０～９０；８５～９
０；０．１～８０；５～８０；１０～８０；１５～８０；２０～８０；２５～８０；３０
～８０；３５～８０；４０～８０；４５～８０；５０～８０；５５～８０；６０～８０；
６５～８０；７０～８０；７５～８０；０．１～７０；５～７０；１０～７０；１５～７
０；２０～７０；２５～７０；３０～７０；３５～７０；４０～７０；４５～７０；５０
～７０；５５～７０；６０～７０；６５～７０；０．１～６０；５～６０；１０～６０；
１５～６０；２０～６０；２５～６０；３０～６０；３５～６０；４０～６０；４５～６
０；５０～６０；５５～６０；０．１～５０；５～５０；１０～５０；１５～５０；２０
～５０；２５～５０；３０～５０；３５～５０；４０～５０；４５～５０；０．１～４０
；５～４０；１０～４０；１５～４０；２０～４０；２５～４０；３０～１００；３５～
４０；０．１～３０；５～３０；１０～３０；１５～３０；２０～３０；２５～３０；０
．１～２０；５～２０；１０～２０；１５～２０；０．１～１０及び５～１０
から選ばれる請求項３５に記載のＰＳＡ積層体。
【請求項３７】
　前記ポリマーが熱可塑性エラストマーである請求項１に記載のＰＳＡ。
【請求項３８】



(5) JP 2006-328391 A5 2009.6.25

　前記粘着付与剤層（Ｃ）のポリマー量が、粘着付与剤層（Ｃ）の重量当り、０．１～１
０重量％である請求項１に記載のＰＳＡ。
【請求項３９】
　少なくとも一つの共押出非接着性積層体及び少なくとも一つの粘着付与剤層を含んでな
り、前記共押出非接着性積層体が少なくとも一つの外側フィルム層（Ａ）及び少なくとも
一つの接着剤ベース層（Ｂ）を含み、前記外側フィルム層（Ａ）が少なくとも一つのフィ
ルム性ポリマーを含み、前記接着剤ベース層（Ｂ）が少なくとも一つの接着剤ベースポリ
マーを含み、そして前記粘着付与剤層が前記非接着性積層体の接着剤ベース層側に適用さ
れている接着剤構成体。
【請求項４０】
　前記接着剤構成体が、前記フィルム性ポリマーを接着剤と接触させることによって製造
される、少なくとも一つの接着剤ベースポリマー及び少なくとも一つの粘着付与剤を含ん
でなる接着剤構成体に比較して、改良された剥離接着（Ｎ／２５ｍｍ）及びループタック
（Ｎ／２５ｍｍ）を有する請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４１】
　前記接着剤構成体が前記フィルム性ポリマーを接着剤と接触させることによって得られ
る製造される、少なくとも一つの接着剤ベースポリマー及び少なくとも一つの粘着付与剤
を含んでなる接着剤構成体に比較して、改良された剪断接着（分）を有する請求項３９に
記載の接着剤構成体。
【請求項４２】
　少なくとも一つのバリア層、少なくとも一つのオーバーラミネート層、少なくとも一つ
の剥離ライナー、少なくとも一つの外層及び少なくとも一つのプライマー層から選ばれた
少なくとも一つの層を更に含む請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４３】
　前記フィルム性ポリマーがポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリエステル
、ポリカーボネート、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリビニルアルコール、ポリエ
ステル、官能性ポリエステル、ポリ（エチレンビニルアルコール）、ポリエーテルブロッ
クポリアミド、ポリビニルアセテート及びそれらの混合物からなる群から選ばれる請求項
３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４４】
　前記外側フィルム層に使用されるポリオレフィンが、重量２．１６ｋｇを用いて１９０
℃で測定して、０．１～１５ｇ／１０分のメルトフローレート（ＭＦＲ）を有するポリエ
チレン又は重量２．１６ｋｇを用いて２３０℃で測定して、０．１～２０ｇ／１０分のメ
ルトフローレート（ＭＦＲ）を有するポリプロピレンである請求項４３に記載の接着剤構
成体。
【請求項４５】
　前記外側フィルム層が１０～２００μｍの厚さを有する請求項３９に記載の接着剤構成
体。
【請求項４６】
　前記接着剤ベースポリマーが少なくとも１種のランダムコポリマー接着剤ベース材料、
少なくとも１種のブロックコポリマー接着剤ベースポリマー及び少なくとも１種の天然又
は合成ゴムから選ばれた少なくとも一つである請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４７】
　前記ランダムコポリマー接着剤ベース材料がアクリレート及び／又はメタクリレートコ
ポリマー、α－オレフィンコポリマー、シリコーン－コポリマー及びクロロプレン／アク
リロニトリルコポリマーに基づくコポリマーからなる群から選ばれるか、前記ブロックコ
ポリマー接着剤ベースポリマーが線状ブロックコポリマー、分枝ブロックコポリマー、ジ
－ブロックコポリマー、トリ－ブロックコポリマー、テトラ－ブロックコポリマー、マル
チ－ブロックコポリマー、星形ブロックコポリマー、グラフト化ブロックコポリマー及び
ラジアルブロックコポリマーからなる群から選ばれるか、又は前記接着剤ベースポリマー



(6) JP 2006-328391 A5 2009.6.25

が線状、グラフト又はラジアルブロックコポリマーからなる群から選ばれる少なくとも１
種の熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）を含む請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４８】
　前記接着剤ベースポリマーがスチレンブロックコポリマー及びイソブチレンコポリマー
からなる群から選ばれる高凝集強度ポリマーである請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項４９】
　前記接着剤ベース層が１～６０μｍの厚さを有する請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５０】
　前記粘着付与剤がロジン系及び水素化ロジン系粘着付与剤、炭化水素系及び水素化炭化
水素系粘着付与剤、フェノール系粘着付与剤、テルペン系粘着付与剤、テルペンフェノー
ル系粘着付与剤、スチレン化テルペン系粘着付与剤、水素化テルペン系粘着付与剤、ポリ
エステル系粘着付与剤、純粋モノマー芳香族系粘着付与剤、芳香族アクリル系粘着付与剤
、液体樹脂タイプ粘着付与剤並びに官能化タイプ粘着付与剤、混合物及びこれらの水素化
誘導体からなる群から選ばれる少なくとも一つである請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５１】
　前記粘着付与剤層が５０～９０重量％の少なくとも１種の粘着付与剤を含む請求項３９
に記載の接着剤構成体。
【請求項５２】
　前記粘着付与剤層が２～１５０μｍの厚さを有する請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５３】
　前記粘着付与剤層（Ｃ）がＰＳＡでない請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５４】
　前記接着剤構成体が３５～４００μｍの厚さを有する請求項３９に記載の接着剤構成体
。
【請求項５５】
　前記粘着付与剤の一部がＰＳＡ層（Ｂ／Ｃ）を生成する前記非接着性積層体の接着剤ベ
ース層へ移行して前記接着剤構成体を生ずる請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５６】
　前記接着剤ベース層中へ移行する前記粘着付与剤の一部が、粘着付与剤層（Ｃ）の重量
当りの重量％で表わされる以下の範囲：
　０．１～１００；５～１００；１０～１００；１５～１００；２０～１００；２５～１
００；３０～１００；３５～１００；４０～１００；５０～１００；５５～１００；６０
～１００；６５～１００；７０～１００；７５～１００；８０～１００；８５～１００；
９０～１００；９５～１００；０．１～９０；５～９０；１０～９０；１５～９０；２０
～９０；２５～９０；３０～９０；３５～９０；４０～９０；４５～９０；５０～９０；
５５～９０；６０～９０；６５～９０；７０～９０；７５～９０；８０～９０；８５～９
０；０．１～８０；５～８０；１０～８０；１５～８０；２０～８０；２５～８０；３０
～８０；３５～８０；４０～８０；４５～８０；５０～８０；５５～８０；６０～８０；
６５～８０；７０～８０；７５～８０；０．１～７０；５～７０；１０～７０；１５～７
０；２０～７０；２５～７０；３０～７０；３５～７０；４０～７０；４５～７０；５０
～７０；５５～７０；６０～７０；６５～７０；０．１～６０；５～６０；１０～６０；
１５～６０；２０～６０；２５～６０；３０～６０；３５～６０；４０～６０；４５～６
０；５０～６０；５５～６０；０．１～５０；５～５０；１０～５０；１５～５０；２０
～５０；２５～５０；３０～５０；３５～５０；４０～５０；４５～５０；０．１～４０
；５～４０；１０～４０；１５～４０；２０～４０；２５～４０；３０～１００；３５～
４０；０．１～３０；５～３０；１０～３０；１５～３０；２０～３０；２５～３０；０
．１～２０；５～２０；１０～２０；１５～２０；０．１～１０及び５～１０
から選ばれる請求項５５に記載の接着剤構成体。
【請求項５７】
　前記ポリマーが熱可塑性エラストマーである請求項３９に記載の接着剤構成体。
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【請求項５８】
　前記粘着付与剤層（Ｃ）の前記ポリマーの量が前記粘着付与剤層（Ｃ）の重量当り０．
１～１０重量％である請求項３９に記載の接着剤構成体。
【請求項５９】
　（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側フィルム層（
Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記フィルム性ポリマーがポリエチレン又はポリプロピレンからなる群から選ばれる少
なくとも一つであり、前記接着剤ベース層がＳＥＢＳブロックコポリマー又は（ＳＥＰ）

xブロックコポリマーからなる群から選ばれる少なくとも一つであり、そして前記粘着付
与剤が水素化芳香族樹脂を含む感圧接着性（ＰＳＡ）積層体。
【請求項６０】
　（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側フィルム層（
Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行してＰＳＡ層（
Ｂ／Ｃ）を生ぜしめることによって生成する感圧接着性（ＰＳＡ）積層体。
【請求項６１】
　（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側フィルム層（
Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行してＰＳＡ層（
Ｂ／Ｃ）を生ぜしめることによってＰＳＡ積層体を生成させ、そして前記ＰＳＡ積層体が
前記フィルム性ポリマーを、少なくとも１種の接着剤ベースポリマー及び少なくとも１種
の粘着付与剤を含む接着剤と接触させることによって製造されるＰＳＡに比較して改良さ
れた剥離接着（Ｎ／２５ｍｍ）及びループタック（Ｎ／２５ｍｍ）を有する感圧接着性（
ＰＳＡ）積層体。
【請求項６２】
　少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも１層の外側フィルム層（Ａ）及
び少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも１層の接着剤ベース層（Ｂ）
を同時押出して、非接着性積層体を形成せしめ、そして前記非接着性積層体の前記接着剤
ベース層（Ｂ）に少なくとも１層の粘着付与剤層（Ｃ）を適用して、ＰＳＡ積層体を形成
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せしめることを含んでなるＰＳＡ積層体の製造方法。
【請求項６３】
　前記粘着付与剤層をスロットダイ被覆、ロールアクシス被覆、カーテン被覆、ナイフ－
オーバーロール被覆及びスプレー被覆からなる群から選ばれた方法によって適用する請求
項６２に記載の方法。
【請求項６４】
　前記非接着性積層体を、粘着付与剤の適用前、適用後又は適用時に、加熱する請求項６
２に記載の方法。
【請求項６５】
　粘着付与剤がホットメルト組成物、水性分散液又は溶剤系溶液である請求項６２に記載
の方法。
【請求項６６】
　前記粘着付与剤層の一部が、前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行して、ＰＳ
Ａ層（Ｂ／Ｃ）を生じ、それによって前記ＰＳＡ積層体を生成する請求項６２に記載の方
法。
【請求項６７】
　請求項１又は３９に記載のＰＳＡ積層体を含んでなる製品。
【請求項６８】
　請求項１又は３９に記載のＰＳＡ積層体を含むラベル。
【請求項６９】
　前記ラベルがフィルムラベル及び剥離ライナー付きフィルムラベルから選ばれる請求項
６８に記載のラベル。
【請求項７０】
　請求項１又は３９に記載のＰＳＡ積層体を含んでなるテープ。
【請求項７１】
　前記テープが多目的テープ又は特殊テープである請求項７０に記載のテープ。
【請求項７２】
　請求項１又は３９に記載のＰＳＡ積層体を含んでなるフィルム。
【請求項７３】
　前記フィルムが接着フィルム、バリアフィルム、保護フィルム及びラップフィルムから
なる群から選ばれる請求項７２に記載のフィルム。
【請求項７４】
　前記ＰＳＡ積層体の接着性が、接着剤ベースポリマー層（Ｂ）及び粘着付与剤層（Ｃ）
の絶対及び相対厚を用いて調節することができる請求項１，２，３９，５９，６０又は６
１に記載のＰＳＡ積層体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７２】
　理論によって拘束するつもりはないが、このことは、経時的な接着性の変化は、共焦点
ラマン分光分析によっての研究のように、粘着付与剤の接着剤ベース層への移行に関係す
る。
　以下に、本発明の態様を列挙する。
　態様１．ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも１層の外側フィル
ム層（Ａ）；
　ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも１層の接着剤ベース層（
Ｂ）；並びに
　ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも１層
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の粘着付与剤層（Ｃ）
を含んでなる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、前記感圧接着性積層体が、外側フィ
ルム層（Ａ）を接着剤ベース層（Ｂ）と同時押出して非接着性積層体を形成せしめ、そし
て粘着付与剤層を前記非接着性積層体の接着剤ベース層側に適用してＰＳＡ積層体を形成
せしめることによって得ることができるＰＳＡ積層体。
　態様２．少なくとも１層のバリア層、少なくとも１層のオーバーラミネート層、少なく
とも１層の剥離ライナー、少なくとも１層のタイ層及び少なくとも１層のプライマー層か
らなる群から選ばれた少なくとも１つの層を更に含む態様１に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３．前記外側フィルム層の外面に剥離材料が配置された態様１又は２に記載のＰＳ
Ａ積層体。
　態様４．前記剥離材料がシリコーン材料である態様３に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５．前記フィルム性ポリマーがフィルム性ポリマーのブレンド又は種々のフィルム
性ポリマーの多層フィルムである態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様６．前記フィルム性ポリマーが外側フィルム層と接着剤ベース層との間の移動を防
ぐために接着剤ベースポリマーと調和しないか又は適合しない溶解度パラメーターを有す
る態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様７．前記フィルム性ポリマーがポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド、ポリ
エステル、ポリカーボネート、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリビニルアルコール
、ポリエステル、官能性ポリエステル、ポリ（エチレンビニルアルコール）、ポリエーテ
ルブロックポリアミド、ポリ酢酸ビニル及びそれらの混合物からなる群から選ばれる態様
１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様８．前記フィルム性ポリマーがエチレン、プロピレン及び１－ブテンからなる群か
ら選ばれた反復単位を有するポリオレフィンである態様７に記載のＰＳＡ積層体。
　態様９．前記フィルム性ポリマーがポリエチレン、ポリプロピレン及びエチレン－プロ
ピレンコポリマーからなる群から選ばれた少なくとも１種のポリマーである態様８に記載
のＰＳＡ積層体。
　態様１０．外側フィルム層に使用するポリエチレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）が
、２．１６ｋｇの荷重を用いて１９０℃において測定した場合に、約０．１～１５ｇ／１
０分の範囲である態様９に記載のＰＳＡ積層体。
　態様１１．外側フィルム層に使用するポリエチレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）が
、２．１６ｋｇの荷重を用いて１９０℃において測定した場合に、０．１～５ｇ／１０分
の範囲である態様１０に記載のＰＳＡ積層体。
　態様１２．外側フィルム層に使用するポリプロピレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）
が、２．１６ｋｇの荷重を用いて２３０℃において測定した場合に、約０．１～２０ｇ／
１０分の範囲である態様９に記載のＰＳＡ積層体。
　態様１３．外側フィルム層に使用するポリプロピレンのメルトフローレート（ＭＦＲ）
が、２．１６ｋｇの荷重を用いて２３０℃において測定した場合に、約０．１～１０ｇ／
１０分の範囲である態様１２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様１４．前記外側フィルム層が約１０～２００μｍの厚さを有する態様１又は２に記
載のＰＳＡ積層体。
　態様１５．前記外側フィルム層が約３０～９０μｍの厚さを有する態様１４に記載のＰ
ＳＡ積層体。
　態様１６．前記接着剤ベースポリマーが、少なくとも１種のランダムコポリマー接着剤
ベース材料、少なくとも１種のブロックコポリマー接着剤ベースポリマー及び少なくとも
１種の天然又は合成ゴムからなる群から選ばれた少なくとも１種である態様１又は２に記
載のＰＳＡ積層体。
　態様１７．前記ランダムコポリマー接着剤ベース材料がアクリレート及び／又はメタク
リレートコポリマー及びそれらの誘導体を基材とするコポリマー、α－オレフィンコポリ
マー、シリコーン－コポリマー及びクロロプレン／アクリロニトリルコポリマーからなる
群から選ばれる態様１６に記載のＰＳＡ積層体。
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　態様１８．前記ブロックコポリマー接着剤ベースポリマーが線状ブロックコポリマー、
分岐鎖ブロックコポリマー、ジブロックコポリマー、トリブロックコポリマー、テトラブ
ロックコポリマー、マルチブロックコポリマー、星形ブロックコポリマー、グラフト及び
ラジアルブロックポリマーからなる群から選ばれる態様１６に記載のＰＳＡ積層体。
　態様１９．前記天然又は合成ゴムがポリイソブチレン、ポリイソプレン及びブチルゴム
からなる群から選ばれる態様１６に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２０．前記接着剤ベースポリマーが少なくとも１種の熱可塑性エラストマー（ＴＰ
Ｅ）を含む態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２１．前記ＴＰＥが線状、分岐状、グラフト又はラジアルブロックコポリマーから
なる群から選ばれた少なくとも１種である態様２０に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２２．前記熱可塑性エラストマーが約７５～９５重量％のゴム状セグメント及び約
５～２５重量％の非ゴム状セグメントを含む態様２１に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２３．前記非ゴム状セグメントがモノ－及びポリ－環状芳香族炭化水素のポリマー
を含む態様２２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２４．前記ゴム状セグメントが脂肪族共役ジエン又は水素化共役ジエンのホモポリ
マー又はコポリマーのポリマーブロックを含んでなる態様２２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２５．前記ゴム状セグメントがポリイソプレン、ポリブタジエン及びスチレンブタ
ジエンゴムからなる群から選ばれる態様２４に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２６．前記ゴム状セグメントがポリジエン及びエチレン－ブチレンコポリマーゴム
及びエチレン－プロピレンコポリマーゴムからなる群から選ばれる態様２４に記載のＰＳ
Ａ積層体。
　態様２７．前記接着剤ベースポリマーがブタジエン系ポリマー、イソプレン系ポリマー
、ポリエーテルブロックポリアミド及びそれらの混合物からなる群から選ばれる態様１又
は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２８．前記のブタジエン系ポリマーがスチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）
ブロックコポリマー、スチレン－ブタジエン（ＳＢ）ブロックコポリマー、マルチアーム
（ＳＢ）xブロックコポリマー、ポリブタジエンブロックコポリマー及び水素化誘導体並
びにそれらの混合物からなる群から選ばれる態様２７に記載のＰＳＡ積層体。
　態様２９．前記のイソプレン系コポリマーがスチレン－イソプレン－スチレン（ＳＩＳ
）ブロックコポリマー、スチレン－イソプレン－ブタジエン－スチレン（ＳＩＢＳ）コポ
リマー、スチレン－イソプレン（ＳＩ）ジブロックコポリマー、線状及びマルチアーム（
ＳＩ）xブロックコポリマー、スチレン－エチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＥＢＳ）
骨格並びにイソプレン及び／又はスチレン－イソプレン（ＳＩ）アームを有するラジアル
ブロックコポリマー、ポリイソブチレン、天然ゴム、合成ポリイソプレンとそれらの混合
物からなる群から選ばれる態様２７に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３０．前記ジブロックコポリマーがスチレン－ブタジエン（ＳＢ）、スチレン－イ
ソプレン（ＳＩ）及びそれらの水素化誘導体からなる群から選ばれる態様１８に記載のＰ
ＳＡ積層体。
　態様３１．トリブロックコポリマー、テトラブロックコポリマー及びマルチブロックポ
リマーがスチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）、スチレン－イソプレン－スチレン
（ＳＩＳ）、α－メチルスチレン－ブタジエン－α－メチルスチレン、α－メチルスチレ
ン－イソプレン－α－メチルスチレン、スチレン－イソプレン－ブタジエン－スチレン（
ＳＩＢＳ）、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレン（ＳＥＰＳ）、スチレン－エチ
レン／プロピレン（ＳＥＰ）x及びそれらの誘導体からなる群から選ばれる態様１８に記
載のＰＳＡ積層体。
　態様３２．前記ブロックコポリマーが水素化されている態様１６に記載のＰＳＡ積層体
。
　態様３３．前記ブロックコポリマーが官能化ブロックポリマーである態様１６に記載の
ＰＳＡ積層体。
　態様３４．前記官能化ブロックコポリマーがコハク酸無水物改質ＳＥＢＳである態様３



(11) JP 2006-328391 A5 2009.6.25

３に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３５．前記接着剤ベースポリマーがスチレンブロックコポリマー及びイソブチレン
コポリマーからなる群から選ばれた高凝集強度ポリマーである態様１又は２に記載のＰＳ
Ａ積層体。
　態様３６．前記スチレンブロックコポリマーがスチレン－イソプレン－スチレンブロッ
クコポリマー（ＳＩＳ）スチレン及びエチレン／ブチレン系コポリマー（Ｓ－Ｅ／Ｂ－Ｓ
）並びにスチレン及びエチレン／プロピレンに基づくコポリマー（Ｓ－Ｅ／Ｐ－Ｓ）から
なる群から得ばれる態様３５に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３７．ＳＩＳブロックコポリマーのポリスチレン含量が約１０～５０重量％の範囲
である態様３６に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３８．前記スチレンブロックコポリマーの溶液粘度が、トルエン中２５％固形分を
用いてブルックフィールド粘度計で測定した場合に、約０．０５～２０Ｐａ．ｓの範囲で
ある態様３５に記載のＰＳＡ積層体。
　態様３９．前記接着剤ベース層が約１～６０μｍの範囲の厚さを有する態様１又は２に
記載のＰＳＡ積層体。
　態様４０．前記接着剤ベース層が約４～２０μｍの範囲の厚さを有する態様３９に記載
のＰＳＡ積層体。
　態様４１．前記接着剤ベース層が純粋モノマー樹脂；ポリ（エチレン）又はポリプロピ
レンワックス；ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８に準拠して１９０℃及び２．１６ｋｇ荷重で測定
して約５ｇ／１０分～８０ｇ／１０分のメルトフローレートを有するポリエチレンのよう
な低粘度のポリ（エチレン）；並びにエチレン又はプロピレン系コポリマー（メタロセン
触媒で製造）からなる群から選ばれた少なくとも１種の添加剤で変性されている態様１又
は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様４２．前記粘着付与剤層が少なくとも１種の可塑剤を更に含む態様１又は２に記載
のＰＳＡ積層体。
　態様４３．前記粘着付与剤がロジン系及び水素化ロジン系粘着付与剤、炭化水素系及び
水素化炭化水素系粘着付与剤、フェノール系粘着付与剤、テルペン系粘着付与剤、テルペ
ンフェノール系粘着付与剤、スチレン化テルペン系粘着付与剤、水素化テルペン系粘着付
与剤、ポリエステル系粘着付与剤、純粋モノマー芳香族系粘着付与剤、芳香族アクリル系
粘着付与剤、液体樹脂型粘着付与剤及び官能化型粘着付与剤及び水素化誘導体並びにそれ
らの混合物からなる群から選ばれた少なくとも１種である態様１又は２に記載のＰＳＡ積
層体。
　態様４４．前記粘着付与剤が水素化純粋モノマー芳香族系粘着付与剤である態様４３に
記載のＰＳＡ積層体。
　態様４５．前記可塑剤がナフテン系油及びパラフィン系油、シトレート、スルホネート
並びにフタレートからなる群から選ばれた少なくとも１種である態様４２に記載のＰＳＡ
積層体。
　態様４６．前記粘着付与剤が前記接着剤ベースポリマー中に可溶である態様１又は２に
記載のＰＳＡ積層体。
　態様４７．前記粘着付与剤が粘着付与剤マスターバッチである態様１又は２に記載のＰ
ＳＡ積層体。
　態様４８．前記粘着付与剤がポリスチレン及びポリイソプレンブロックを含むエラスト
マーに可溶である態様４６に記載のＰＳＡ積層体。
　態様４９．前記粘着付与剤が炭素数５又は６のジエン及びモノ－オレフィンの形態の脂
肪族石油誘導体流の重合によって得られる態様４８に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５０．前記ジエンがピペリレン又はイソプレンである態様４９に記載のＰＳＡ積層
体。
　態様５１．前記粘着付与剤が、１種又はそれ以上のＣ5モノオレフィン及び／又はジオ
レフィンと１種又はそれ以上のＣ8又はＣ9モノアルケニル芳香族炭化水素又はその水素化
誘導体とを共重合させることによって製造された少なくとも１種の改質Ｃ5型石油樹脂で
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ある態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５２．前記改質Ｃ5モノオレフィン及び／又はジオレフィンがイソプレン、２－メ
チル－１－ブテン、２－メチル－２－ブテン、シクロペンテン、１－ペンテン、シス－及
びトランス－２－ペンテン、シクロペンタジエン並びにシス－トランス－１，３－ペンタ
ジエンからなる群から選ばれたものである態様５１に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５３．前記Ｃ8又はＣ9モノアルケニル芳香族炭化水素がスチレン、メチルスチレン
及びインデンから選ばれたものである態様５１に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５４．前記粘着付与剤が、ベンゼン環の全てではないが実質部分がシクロヘキサン
環に転化された少なくとも１種の水素化芳香族樹脂又は少なくとも１種の水素化多環式樹
脂である態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５５．前記水素化多環式樹脂がジシクロペンタジエン樹脂である態様５４に記載の
ＰＳＡ積層体。
　態様５６．前記粘着付与剤層が粘着剤ベース層に含まれる粘着剤ベースポリマーとある
程度相溶性であるロジン、ロジンエステル、ポリテルペン、芳香族及び官能化樹脂並びに
他の粘着付与剤を更に含む態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５７．前記粘着付与剤層が少なくとも１種の粘着付与剤を約５０～９０重量％の量
で含む態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様５８．前記粘着付与剤層が約２～１５０μｍの厚さを有する態様１又は２に記載の
ＰＳＡ積層体。
　態様５９．前記ＰＳＡ積層体の外側フィルム層、接着剤ベース層及び粘着付与剤層が無
機充填剤並びに有機及び無機添加剤を更に含む態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様６０．前記無機充填剤が炭酸カルシウム、二酸化チタン、金属物品及び繊維からな
る群から選ばれる態様５９に記載のＰＳＡ積層体。
　態様６１．前記添加剤が難燃剤、酸化防止化合物、熱安定剤、光安定剤、紫外線安定剤
、粘着防止剤、加工助剤、成核剤及び酸受容体からなる群から選ばれる態様５９に記載の
ＰＳＡ積層体。
　態様６２．前記粘着付与剤層（Ｃ）がＰＳＡではない態様１又は２に記載のＰＳＡ積層
体。
　態様６３．前記ＰＳＡ積層体が約３５～４００μｍの厚さを有する態様１又は２に記載
のＰＳＡ積層体。
　態様６４．前記ＰＳＡ積層体が約５０～１５０μｍの厚さを有する態様６３に記載のＰ
ＳＡ積層体。
　態様６５．前記ＰＳＡ積層体が約５０：１～１：１の外側フィルム層（Ａ）の接着剤ベ
ース層（Ｂ）に対する厚さ比を有する態様１又は２に記載のＰＳＡ積層体。
　態様６６．前記ＰＳＡ積層体が約２５：１～２：１のＡ：Ｂ厚さ比を有する態様６５に
記載のＰＳＡ積層体。
　態様６７．前記ＰＳＡ積層体が、前記フィルム性ポリマーを少なくとも１種の接着剤ベ
ースポリマー及び少なくとも１種の粘着付与剤を含む接着剤と接触させることによって製
造されたＰＳＡと比較して、改良された引き剥がし接着力（Ｎ／２５ｍｍ）及びループタ
ック（Ｎ／２５ｍｍ）を有する態様１に記載のＰＳＡ積層体。
　態様６８．前記ＰＳＡ積層体が前記フィルム性ポリマーを少なくとも１種の接着剤ベー
スポリマー及び少なくとも１種の粘着付与剤を含む接着剤と接触させることによって製造
されたＰＳＡに比較して、改良された剪断接着力（分）を有する態様６７に記載のＰＳＡ
積層体。
　態様６９．前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行して
ＰＳＡ層（Ｂ／Ｃ）を生じ、それによって前記ＰＳＡ積層体を生成する態様１に記載のＰ
ＳＡ積層体。
　態様７０．前記接着剤ベース層中へ移行する前記粘着付与剤の一部が、粘着付与剤層（
Ｃ）の重量当りの重量％で表わされる以下の範囲：
　０．１～１００；５～１００；１０～１００；１５～１００；２０～１００；２５～１
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００；３０～１００；３５～１００；４０～１００；５０～１００；５５～１００；６０
～１００；６５～１００；７０～１００；７５～１００；８０～１００；８５～１００；
９０～１００；９５～１００；０．１～９０；５～９０；１０～９０；１５～９０；２０
～９０；２５～９０；３０～９０；３５～９０；４０～９０；４５～９０；５０～９０；
５５～９０；６０～９０；６５～９０；７０～９０；７５～９０；８０～９０；８５～９
０；０．１～８０；５～８０；１０～８０；１５～８０；２０～８０；２５～８０；３０
～８０；３５～８０；４０～８０；４５～８０；５０～８０；５５～８０；６０～８０；
６５～８０；７０～８０；７５～８０；０．１～７０；５～７０；１０～７０；１５～７
０；２０～７０；２５～７０；３０～７０；３５～７０；４０～７０；４５～７０；５０
～７０；５５～７０；６０～７０；６５～７０；０．１～６０；５～６０；１０～６０；
１５～６０；２０～６０；２５～６０；３０～６０；３５～６０；４０～６０；４５～６
０；５０～６０；５５～６０；０．１～５０；５～５０；１０～５０；１５～５０；２０
～５０；２５～５０；３０～５０；３５～５０；４０～５０；４５～５０；０．１～４０
；５～４０；１０～４０；１５～４０；２０～４０；２５～４０；３０～１００；３５～
４０；０．１～３０；５～３０；１０～３０；１５～３０；２０～３０；２５～３０；０
．１～２０；５～２０；１０～２０；１５～２０；０．１～１０及び５～１０
から選ばれる態様６９に記載のＰＳＡ積層体。
　態様７１．前記ポリマーが熱可塑性エラストマーである態様１に記載のＰＳＡ。
　態様７２．前記粘着付与剤層（Ｃ）のポリマー量が、粘着付与剤層（Ｃ）の重量当り、
約０．１～１０重量％である態様１に記載のＰＳＡ。
　態様７３．前記粘着付与剤層（Ｃ）中の前記ポリマーの量が、粘着付与剤層（Ｃ）の重
量当り、約１～５重量％である態様１に記載のＰＳＡ。
　態様７４．少なくとも一つの共押出非接着性積層体及び少なくとも一つの粘着付与剤層
を含んでなり、前記共押出非接着性積層体が少なくとも一つの外側フィルム層（Ａ）及び
少なくとも一つの接着剤ベース層（Ｂ）を含み、前記外側フィルム層（Ａ）が少なくとも
一つのフィルム性ポリマーを含み、前記接着剤ベース層（Ｂ）が少なくとも一つの接着剤
ベースポリマーを含み、そして前記粘着付与剤層が前記非接着性積層体の接着剤ベース層
側に適用されている接着剤構成体。
　態様７５．前記粘着付与剤が非接着性積層体中に移行して前記接着剤構成体が生成する
態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様７６．前記接着剤構成体が、前記フィルム性ポリマーを接着剤と接触させることに
よって製造される、少なくとも一つの接着剤ベースポリマー及び少なくとも一つの粘着付
与剤を含んでなる接着剤構成体に比較して、改良された剥離接着（Ｎ／２５ｍｍ）及びル
ープタック（Ｎ／２５ｍｍ）を有する態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様７７．前記接着剤構成体が前記フィルム性ポリマーを接着剤と接触させることによ
って得られる製造される、少なくとも一つの接着剤ベースポリマー及び少なくとも一つの
粘着付与剤を含んでなる接着剤構成体に比較して、改良された剪断接着（分）を有する態
様７５に記載の接着剤構成体。
　態様７８．少なくとも一つのバリア層、少なくとも一つのオーバーラミネート層、少な
くとも一つの剥離ライナー、少なくとも一つの外層及び少なくとも一つのプライマー層か
ら選ばれた少なくとも一つの層を更に含む態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様７９．前記フィルム性ポリマーがポリスチレン、ポリオレフィン、ポリアミド、ポ
リエステル、ポリカーボネート、ポリウレタン、ポリアクリレート、ポリビニルアルコー
ル、ポリエステル、官能性ポリエステル、ポリ（エチレンビニルアルコール）、ポリエー
テルブロックポリアミド、ポリビニルアセテート及びそれらの混合物からなる群から選ば
れる態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様８０．前記フィルム性ポリマーがポリエチレン、ポリプロピレン及びエチレン－プ
ロピレンコポリマーからなる群から選ばれた少なくとも一つである態様７９に記載の接着
剤構成体。
　態様８１．前記外側フィルム層に使用されるポリエチレンのメルトフローレート（ＭＦ
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Ｒ）が、重量２．１６ｋｇを用いて１９０℃で測定して、約０．１～１５ｇ／１０分であ
る態様８０に記載の接着剤構成体。
　態様８２．前記外側フィルム層に使用されるポリプロピレンのメルトフローレート（Ｍ
ＦＲ）が、重量２．１６ｋｇを用いて２３０℃で測定して、約０．１～２０ｇ／１０分で
ある態様８１に記載の接着剤構成体。
　態様８３．前記外側フィルム層が約１０～２００μｍの厚さを有する態様７４に記載の
接着剤構成体。
　態様８４．前記接着剤ベースポリマーが少なくとも１種のランダムコポリマー接着剤ベ
ース材料、少なくとも１種のブロックコポリマー接着剤ベースポリマー及び少なくとも１
種の天然又は合成ゴムから選ばれた少なくとも一つである態様７４に記載の接着剤構成体
。
　態様８５．前記ランダムコポリマー接着剤ベース材料がアクリレート及び／又はメタク
リレートコポリマー、α－オレフィンコポリマー、シリコーン－コポリマー及びクロロプ
レン／アクリロニトリルコポリマーに基づくコポリマーからなる群から選ばれる態様８４
に記載の接着剤構成体。
　態様８６．前記ブロックコポリマー接着剤ベースポリマーが線状ブロックコポリマー、
分枝ブロックコポリマー、ジ－ブロックコポリマー、トリ－ブロックコポリマー、テトラ
－ブロックコポリマー、マルチ－ブロックコポリマー、星形ブロックコポリマー、グラフ
ト化ブロックコポリマー及びラジアルブロックコポリマーからなる群から選ばれる態様８
４に記載の接着剤構成体。
　態様８７．前記接着剤ベースポリマーが線状、グラフト又はラジアルブロックコポリマ
ーからなる群から選ばれる少なくとも１種の熱可塑性エラストマー（ＴＰＥ）を含む態様
７４に記載の接着剤構成体。
　態様８８．ジブロックコポリマーがスチレン－ブタジエン（ＳＢ）、スチレン－イソプ
レン（ＳＩ）及びこれらの水素化誘導体からなる群から選ばれる態様８６に記載の接着剤
構成体。
　態様８９．トリ－ブロックポリマー、テトラ－ブロックポリマー及びマルチ－ブロック
ポリマーがスチレン－ブタジエン－スチレン（ＳＢＳ）、スチレン－イソプレン－スチレ
ン（ＳＩＳ）、α－メチルスチレン－ブタジエン－α－メチルスチレン、α－メチルスチ
レン－イソプレン－α－メチルスチレン、スチレン－イソプレン－ブタジエン－スチレン
（ＳＩＢＳ）、スチレン－エチレン／プロピレン－スチレン（ＳＥＰＳ）、スチレン－エ
チレン／プロピレン（ＳＥＰ）x及びこれらの誘導体からなる群から選ばれる態様８６に
記載の接着剤構成体。
　態様９０．前記ブロックコポリマーが水素化されている態様８４に記載の接着剤構成体
。
　態様９１．前記接着剤ベースポリマーがスチレンブロックコポリマー及びイソブチレン
コポリマーからなる群から選ばれる高凝集強度ポリマーである態様７４に記載の接着剤構
成体。
　態様９２．前記接着剤ベース層が約１～６０μｍの厚さを有する態様７４に記載の接着
剤構成体。
　態様９３．前記粘着付与剤がロジン系及び水素化ロジン系粘着付与剤、炭化水素系及び
水素化炭化水素系粘着付与剤、フェノール系粘着付与剤、テルペン系粘着付与剤、テルペ
ンフェノール系粘着付与剤、スチレン化テルペン系粘着付与剤、水素化テルペン系粘着付
与剤、ポリエステル系粘着付与剤、純粋モノマー芳香族系粘着付与剤、芳香族アクリル系
粘着付与剤、液体樹脂タイプ粘着付与剤並びに官能化タイプ粘着付与剤、混合物及びこれ
らの水素化誘導体からなる群から選ばれる少なくとも一つである態様７４に記載の接着剤
構成体。
　態様９４．前記粘着付与剤が水素化純粋モノマー芳香族系粘着付与剤である態様９３に
記載の接着剤構成体。
　態様９５．前記粘着付与剤層が約５０～９０重量％の少なくとも１種の粘着付与剤を含
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む態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様９６．前記粘着付与剤層が約２～１５０μｍの厚さを有する態様７４に記載の接着
剤構成体。
　態様９７．前記粘着付与剤層（Ｃ）がＰＳＡでない態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様９８．前記接着剤構成体が約３５～４００μｍの厚さを有する態様７４に記載の接
着剤構成体。
　態様９９．前記粘着付与剤の一部がＰＳＡ層（Ｂ／Ｃ）を生成する前記非接着性積層体
の接着剤ベース層へ移行して前記接着剤構成体を生ずる態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様１００．前記接着剤ベース層中へ移行する前記粘着付与剤の一部が、粘着付与剤層
（Ｃ）の重量当りの重量％で表わされる以下の範囲：
　０．１～１００；５～１００；１０～１００；１５～１００；２０～１００；２５～１
００；３０～１００；３５～１００；４０～１００；５０～１００；５５～１００；６０
～１００；６５～１００；７０～１００；７５～１００；８０～１００；８５～１００；
９０～１００；９５～１００；０．１～９０；５～９０；１０～９０；１５～９０；２０
～９０；２５～９０；３０～９０；３５～９０；４０～９０；４５～９０；５０～９０；
５５～９０；６０～９０；６５～９０；７０～９０；７５～９０；８０～９０；８５～９
０；０．１～８０；５～８０；１０～８０；１５～８０；２０～８０；２５～８０；３０
～８０；３５～８０；４０～８０；４５～８０；５０～８０；５５～８０；６０～８０；
６５～８０；７０～８０；７５～８０；０．１～７０；５～７０；１０～７０；１５～７
０；２０～７０；２５～７０；３０～７０；３５～７０；４０～７０；４５～７０；５０
～７０；５５～７０；６０～７０；６５～７０；０．１～６０；５～６０；１０～６０；
１５～６０；２０～６０；２５～６０；３０～６０；３５～６０；４０～６０；４５～６
０；５０～６０；５５～６０；０．１～５０；５～５０；１０～５０；１５～５０；２０
～５０；２５～５０；３０～５０；３５～５０；４０～５０；４５～５０；０．１～４０
；５～４０；１０～４０；１５～４０；２０～４０；２５～４０；３０～１００；３５～
４０；０．１～３０；５～３０；１０～３０；１５～３０；２０～３０；２５～３０；０
．１～２０；５～２０；１０～２０；１５～２０；０．１～１０及び５～１０
から選ばれる態様９９に記載の接着剤構成体。
　態様１０１．前記ポリマーが熱可塑性エラストマーである態様７４に記載の接着剤構成
体。
　態様１０２．前記粘着付与剤層（Ｃ）の前記ポリマーの量が前記粘着付与剤層（Ｃ）の
重量当り約０．１～１０重量％である態様７４に記載の接着剤構成体。
　態様１０３．前記粘着付与剤層（Ｃ）の前記ポリマーの量が前記粘着付与剤層（Ｃ）の
重量当り約１～５重量％である態様１０２に記載の接着剤構成体。
　態様１０４．（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側
フィルム層（Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記フィルム性ポリマーがポリエチレン又はポリプロピレンからなる群から選ばれる少
なくとも一つであり、前記接着剤ベース層がＳＥＢＳブロックコポリマー又は（ＳＥＰ）

xブロックコポリマーからなる群から選ばれる少なくとも一つであり、そして前記粘着付
与剤が水素化芳香族樹脂を含む感圧接着性（ＰＳＡ）積層体。
　態様１０５．（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側
フィルム層（Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
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（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行してＰＳＡ層（
Ｂ／Ｃ）を生ぜしめることによって生成する感圧接着性（ＰＳＡ）積層体。
　態様１０６．（ａ）少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも一つの外側
フィルム層（Ａ）；
　（ｂ）少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも一つの接着剤ベース層
（Ｂ）；及び
　（ｃ）少なくとも１種の粘着付与剤及び少なくとも１種のポリマーを含む少なくとも一
つの粘着付与剤層（Ｃ）を含んでなり、前記外側フィルム層（Ａ）を前記接着剤ベース層
（Ｂ）と共押出して非接着性積層体を製造し、そして前記粘着付与剤層（Ｃ）を前記非接
着性積層体の接着剤ベース層側に適用して感圧接着性（ＰＳＡ）積層体を製造することに
よって得られる感圧接着性（ＰＳＡ）積層体であって、
　前記粘着付与剤の一部が前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移行してＰＳＡ層（
Ｂ／Ｃ）を生ぜしめることによってＰＳＡ積層体を生成させ、そして前記ＰＳＡ積層体が
前記フィルム性ポリマーを、少なくとも１種の接着剤ベースポリマー及び少なくとも１種
の粘着付与剤を含む接着剤と接触させることによって製造されるＰＳＡに比較して改良さ
れた剥離接着（Ｎ／２５ｍｍ）及びループタック（Ｎ／２５ｍｍ）を有する感圧接着性（
ＰＳＡ）積層体。
　態様１０７．少なくとも１種のフィルム性ポリマーを含む少なくとも１層の外側フィル
ム層（Ａ）及び少なくとも１種の接着剤ベースポリマーを含む少なくとも１層の接着剤ベ
ース層（Ｂ）を同時押出して、非接着性積層体を形成せしめ、そして前記非接着性積層体
の前記接着剤ベース層（Ｂ）に少なくとも１層の粘着付与剤層（Ｃ）を適用して、ＰＳＡ
積層体を形成せしめることを含んでなるＰＳＡ積層体の製造方法。
　態様１０８．前記粘着付与剤層をスロットダイ被覆、ロールアクシス被覆、カーテン被
覆、ナイフ－オーバーロール被覆及びスプレー被覆からなる群から選ばれた方法によって
適用する態様１０７に記載の方法。
　態様１０９．前記非接着性積層体を、粘着付与剤の適用前、適用後又は適用時に、加熱
する態様１０７に記載の方法。
　態様１１０．粘着付与剤がホットメルト組成物、水性分散液又は溶剤系溶液である態様
１０７に記載の方法。
　態様１１１．前記粘着付与剤層の一部が、前記非接着性積層体の接着剤ベース層中に移
行して、ＰＳＡ層（Ｂ／Ｃ）を生じ、それによって前記ＰＳＡ積層体を生成する態様１０
７に記載の方法。
　態様１１２．態様１又は７４に記載のＰＳＡ積層体を含んでなる製品。
　態様１１３．態様１又は７４に記載のＰＳＡ積層体を含むラベル。
　態様１１４．前記ラベルがフィルムラベル及び剥離ライナー付きフィルムラベルから選
ばれる態様１１３に記載のラベル。
　態様１１５．前記ラベルが包装ラベル又は特殊ラベルである態様１１４に記載のラベル
。
　態様１１６．前記包装ラベルが飲料、食料品、ヘルスケア及びパーソナルケア製品、医
薬品、工業化学薬品、家庭用化学薬品又は小売品からなる群から選ばれる態様１１５に記
載のラベル。
　態様１１７．前記特殊ラベルが再配置性ラベル、除去性ラベル、剥離性ラベル、隠蔽性
ラベル、ディープフリーザーラベル及びセキュリティラベルからなる群から選ばれる態様
１１５に記載のラベル。
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　態様１１８．態様１又は７４に記載のＰＳＡ積層体を含んでなるテープ。
　態様１１９．前記テープが多目的テープ又は特殊テープである態様１１８に記載のテー
プ。
　態様１２０．前記多目的テープが包装及び運搬テープ、塗料及びスプレーマスキングテ
ープ、消費者及びオフィステープ並びに接合及び固定テープからなる群から選ばれる態様
１１９に記載のテープ。
　態様１２１．前記特殊テープが表面保護テープ、電気絶縁テープ、結合、補強及び製作
テープ、スプライステープ、ＨＶＡＣシールテープ、メディカル用途テープ、自動車用途
テープ、エレクトロニクステープ、安全又は反射テープ及びおむつ用止めテープからなる
群から選ばれる態様１１９に記載のテープ。
　態様１２２．態様１又は７４に記載のＰＳＡ積層体を含んでなるフィルム。
　態様１２３．前記フィルムが接着フィルム、バリアフィルム、保護フィルム及びラップ
フィルムからなる群から選ばれる態様１２２に記載のフィルム。
　態様１２４．前記接着フィルムが感圧接着フィルム、熱活性化接着フィルム、片面及び
両面接着層、カーペット下張り、ルーフ下張り、透明又は着色フィルム、食品接触接着フ
ィルム及びバッキング層フィルムからなる群から選ばれる態様１２３に記載のフィルム。
　態様１２５．前記バッキング層フィルムがドラッグマトリックス、多目的裏打ち層フィ
ルム又は基体－特殊バッキング層フィルムからなる群から選ばれる態様１２４に記載のフ
ィルム。
　態様１２６．前記基体－特殊バッキング層フィルムが非織布、ガラス、紙、綿、ミネラ
ルウール、ポリエチレン、ポリプロピレン、ナイロン、ポリエステル、ポリウレタンフォ
ーム／シート及びアクリル接着剤からなる群から選ばれる態様１２５に記載のフィルム。
　態様１２７．可撓性食品包装；臭気、有機アロマ及びフレーバー、湿気、酸素及びその
他のガスに対するフィルムバリア；熱及びインパルスシール性バリアフィルム、印刷可能
なバリアフィルム、コロナ処理されたバリアフィルム、オストミイアプライアンス、医薬
ブリスターパック、キャップライナー、バッグ及び衣類保護用テキスタイル積層からなる
群から選ばれる態様１２３に記載のフィルム。
　態様１２８．前記保護フィルムが固体構造物に積層されたフィルムである態様１２３に
記載のフィルム。
　態様１２９．前記固体構造物に積層されたフィルムが、耐腐蝕性及び耐摩耗性、塗装面
用マスキング保護フィルム、ガラス内側又は外側用反射フィルム、窓ガラス用破砕防止フ
ィルム並びにガラス着色フィルムからなる群から選ばれる態様１２８に記載のフィルム。
　態様１３０．前記ラップフィルムが食品包装、工業用用途及び消費者シール可能用途か
らなる群から選ばれる態様１２３に記載のフィルム。
　態様１３１．前記ＰＳＡ積層体の接着性が、接着剤ベースポリマー層（Ｂ）及び粘着付
与剤層（Ｃ）の絶対及び相対厚を用いて調節することができる態様１，２，７４，１０４
，１０５又は１０６に記載のＰＳＡ積層体。
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